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要 旨 
 本研究は、神田外語大学外国語学部アジア言語学科とイベロアメリカ言語学科
に在籍するダブルメジャー履修生がどのような意識で英語学習に取り組んでいる
かを把握することを目的とした。対象は、英語と地域言語（インドネシア語、ベ
トナム語、タイ語、ブラジル・ポルトガル語）をダブルメジャーとして専攻して
いる学生で、アンケート調査およびインタビューにより、（1）英語学習への動機、
（2）英語カリキュラムに対する認識、（3）ダブルメジャー制度に対する認識、
の 3 つの項目を調査した。 
 この報告では、本研究により見えてきた課題を考察し、今後のダブルメジャー
履修生向け英語カリキュラム改善への提言を行う。 
 
 
 
キーワード：ダブルメジャー、英語学習、カリキュラム改善 
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１．研究の背景 
 社会が急速にグローバル化する中、「視野の広い人材」として学問領域を超え
多様な専門分野を専攻した大卒者を企業が求める傾向が今後強まることが予測さ
れる。近年では、NEC が研究人材の多様化に向けて「ダブルメジャー履修者を
意識的に採用する」と発表した（日刊工業新聞 2015年7月28日付）。本学ダブル
メジャープログラム（インドネシア語、ベトナム語、タイ語、ブラジル・ポルト
ガル語専攻）に在籍する学生は英語と地域言語の両言語を専攻しており、より多
角的な視野を持っていることが期待できる。彼らを将来グローバル社会で活躍で
きる人材に育成するためにはどうすればよいか考えるため、本研究では、まずア
ンケート調査とインタビューによりダブルメジャー履修生がどのような意識で英
語学習に取り組んでいるかを把握することを目的とした。さらに、現行の英語カ
リキュラムの課題を明らかにして今後の改善へ活かしたい。 
 
２．先行研究 
 欧米の大学では一般的なダブルメジャー制度であるが、日本で導入している大
学は、国際基督教大学、桜美林大学、上智大学などごく一部に限られている。シ
ングルメジャーに比べて学生への負荷が大きくはなるが、学生は異なる領域にま
たがって幅広い知識を身につけることが可能となり、卒業後のキャリアの可能性
も広がる。 
 本学のダブルメジャー制度では、学生は英語と地域言語（インドネシア語、ベ
トナム語、タイ語、ブラジル・ポルトガル語）という二つの異なる言語を同時に
学習している。Witney and Dewaele（2018）によると、母語以外の言語を二つ以
上習得しようとする学習者には、「メタ言語意識を有する」「既習言語学習で修得
した言語経験を活用できる」「言語間の類似点に着目できる」「外国語学習を促進
するような言語学習ストラテジーを修得している」「幅広い言語学習ストラテ
ジーを有する」などの特長があると考えられる。 
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 また高山・金田一・森（2009）は、英語を含む多言語状況に置かれた日本の大
学生（約 400 名）の言語もしくは言語学習に対する考え方や言語能力の変化を調
査した。その結果、英語以外の外国語に触れることによって、「英語がやさしく
思えるようになった」(56.5%)、「英語に対する見方が変わった」(46.3%)など、
既修得である英語そのものに対する認識が変化したことが分かった。 
 これらの先行研究からも、英語（第二言語）に加えそれ以外の外国語（第三言
語）を学ぶ学生は、英語のみを学習する学生よりも幅広い学習ストラテジーや高
度なメタ言語意識を有することが予想される。 
 Fukawa（2015, 2017）は、タイ語と英語をダブルメジャーとして履修する日本
の大学生の英語学習への動機づけについて質的に調査した。Dörnyei（2005）の
L2 動機づけ自己システム（the L2 motivational self system）に基づきデータを分析
した結果、Fukawa（2015）の研究では、学習者が「対象言語（英語）を習得し
てこのような自分になりたい」と思う“理想 L2 自己”（Ideal L2 Self）が欠落し
ていた一方、学習者が「対象言語を習得してこのような自分にならなくてはなら
ない」と感じる“義務L2自己”は、「TOEICで高得点を取らなくてはならない」
「良い学生でいなくてはならない」といった意識として表れていた。さらに
Fukawa（2017）は、英語学習への動機減退（demotivation）の主な要因として、
①クラスメートによる過度な日本語使用 ②クラスメートとの協働の難しさ ③
課題の多さ ④授業内活動の有用性への不信感 を挙げている。 
 Fukawa（2015）はタイ語専攻の 1，2 年生のみを対象としており研究領域が限
られてはいるが、ダブルメジャー履修生が直面する英語学習への困難を明らかに
した点で本研究と関連性が高い。一方、Fukawa（2017）はダブルメジャー履修
生の英語学習への動機に焦点を当てたが、本研究は英語カリキュラムの課題を明
らかにすることも目的の一つであるため、英語学習への動機に加えて学生らの
「英語科目」と「ダブルメジャー制度」に対する認識にも着目する。 
 
神田外語大学紀要第32号 
????????????????????????????????????????????????????????????????? ???????
428 
３．調査方法 
 本研究では、ダブルメジャー履修生の（1）英語学習への動機、（2）英語科目
に対する認識、（3）ダブルメジャー制度に対する認識 を把握するため、以下の
方法でデータを収集した。 
 
３．１ インタビューによる予備調査 
 アンケート作成のための予備調査としてインタビューを行なった。本学での英
語学習経験を反映した回答を得られるよう低学年ではなく高学年から参加者を募
り、本研究が今後のダブルメジャー履修生向け英語カリキュラム改善を目的とす
ること、不参加による不利益はないことを事前に説明した。 
 3・4 年次向け英語必修クラス履修中の 9 名が 2016 年 4 月にインタビューに参
加した（インドネシア語専攻 3 年生 4 名、タイ語専攻 3 年生 4 名、ブラジル・ポ
ルトガル語専攻 4 年生 1 名）。インタビューは日本語で行い、上述の（1）英語学
習への動機、（2）英語科目に対する認識、（3）ダブルメジャー制度に対する認識
について事前に準備した質問をしながら回答の理由や経緯を適宜尋ねる半構造化
形式をとった。インタビューの様子は学生の同意の上で録画した。 
 予備調査の結果、準備した質問に参加者が回答することに問題は見受けられな
かったため、質問の順番など若干の修正を加えた上でWebアンケートを作成した。 
 
３．２ アンケート調査 
 その後、本学ダブルメジャー履修生の傾向を把握するためWebアンケートを実
施した。アンケートは、学年や専攻語などの基本情報及び（1）英語学習への動
機、（2）英語科目に対する認識、(3)ダブルメジャー制度に対する認識 に関し
て選択形式と自由記述形式で問う 25 問の質問で構成され、英語必修科目を履修
するダブルメジャー履修生を対象に実施された（質問内容は付録参照）。インタ
ビューと同様に、本研究の目的と本調査への不参加による不利益はないことを学
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生に説明した。 
 アンケートの調査期間は 2016 年 6 月〜7 月で 64 名のダブルメジャー履修生が
回答した。回答者の学年別内訳は、1 年生 19 名、2 年生 16 名、3 年生 16 名、4
年生 13 名である（専攻語別内訳は表 1 参照）。 
 
表 1．Webアンケート回答者内訳（専攻語別） 
 
３．３ アンケート後のインタビュー調査 
 アンケート調査だけでは明らかにされなかったダブルメジャー制度や英語学習
に関する学生の意識についてさらに詳しく調べるため、2018年2月と2019年 2月
にグループおよび個別インタビュー調査を行った。インタビュー参加者 14 名の内
訳は、1 年生 2 名、3 年生 8 名、4 年生 4 名（いずれも調査時点での学年）である。 
 
３．４ 分析方法 
 本調査では、量的分析については基礎統計量を求め、平均評定値の比較を中心
に分析を行った。また質的分析においては、自由記述や各インタビューの回答か
らキーワードを抽出し、一回目のコーディング化の後、3 名の研究者でスクリー
ニングを行い、各コードのカテゴリーを選定した。 
 
４．結果と考察 
 以下、インタビューから得られた質的データも踏まえながらアンケート結果を
考察する。 
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４．１ ダブルメジャー制度 
４．１．１ ダブルメジャー履修への動機 
 図 1 に示すように、ダブルメジャーを選択した上位 3 つの理由（Q12, 複数回
答可）が、「英語に加えてもう 1つの言語を使えるようになりたいため（44名)」
「外国語学習が好きだから（15 名）」「家族・親類の中に地域言語を話す人がい
るから（9 名）」であった。「ベトナムという国に興味があった」のような内的動
機と、「英語はできて当たり前」「就職に有利なため」「周囲からの勧め」「地域言
語のみを取りたかったが、その希望が叶わなかったから」のような外的動機が混
在していることが分かる。 
 
図 1．ダブルメジャーを選択した理由（複数回答可）（n =62） 
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４．１．２ ダブルメジャーでの困難 
 表 2 に示したように、6 割程度（37 名）の学生がダブルメジャーであることで
困難を感じていることが分かる。 
 
表 2．ダブルメジャーで困難な点（n =64） 
 
 さらに、何を困難だと感じるかを具体的に問う設問への回答からは、「両立」
「興味の分散」「時間配分」「課題の多さ」「言語間の問題」というキーワードが
抽出された。（表 3） 
 学生らは「二つの専攻言語の課題をどのような時間配分で取り組むのか」とい
う点で苦戦していること、また、興味が分散したり、言語を使用場面に応じて使
い分けることが困難だと感じたりしていることが分かった。さらに、どちらかの
言語を頑張るともう一つの言語の能力に対し自信がなくなると感じる学習者もい
ることが明らかになった。この点への対策として、英語教員と地域言語の教員と
で協力して学生が感じている困難への理解を深め、必要に応じて学生に求める学
習量などに関して両言語間でバランスを取ること、などが考えられる。 
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表 3．ダブルメジャーであることで困難に感じていること 
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４．１．３ ダブルメジャー制度への満足度 
 図 2 に示す通り、約半数の学生はダブルメジャー制度に対して満足しているこ
とが分かった。 
 
図 2．「ダブルメジャー」制度に対する満足度（n =64） 
 
 その理由（表 4）として、「二言語学べる点」や「自身の語学力の向上が見え
る点」を挙げた学生が多く見受けられた。さらに「授業が楽しい」「教員を含め、
環境が整っている」というようにダブルメジャーのカリキュラムに対して充足感
を感じている学生もいた。一方で、「英語の向上が感じられない」「地域言語の向
上が感じられない」「学習者の中で英語に対して熱心な人が周りにいない」など、
不満足である理由も多岐に渡って示された。二言語を同時に学習する環境下では
必然的に課題の量が多くなり、またそれぞれの言語の学習時間を確保することが
困難になることから、学習者自身が両言語の能力向上を実感しづらかったり、二
言語のうちどちらかの学習が疎かになるなどして自身の語学力に劣等感を抱いて
しまったりする場合があるのかもしれない。 
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表 4．Q15-2 満足度の理由 
 
 またアンケートとは別に行ったインタビューでは、対象者 14 名のうち 3、4 年
生のほとんどが、本学のダブルメジャーでは 4 年間で求められる地域言語のレベ
ルが高く、中でも 2 年次は地域言語でのプレゼンテーションやスピーチが多く授
業についていくのが特に大変だと感じていることが明らかになった。「英語は嫌
いではないが、地域言語の勉強で忙しくなかなか英語学習にまで手が回らない」
「まず地域言語の勉強をして、英語はついでにやる感じだった」と答える者もお
り、アンケート調査からも明らかになったように二言語の学習のバランスを取る
ことが学生にとっては大変難しいことが分かった。一方で、「地域言語で行き詰っ
た時は英語の勉強を頑張った」など、二言語を同時に学ぶことで言語学習への意
欲を維持できるという側面も見ることができた。 
 
４．２ 英語学習へのモチベーション 
４．２．１ 大学入学時のモチベーション 
 英語学習へのモチベーションについて（Q6-8）、「とても高い（評定値 5）」か
ら「とても低い（評定値 1）」までの 5 段階で回答してもらった。量的分析の結
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果、大学入学時のモチベーションの全体平均の評定値（n=64）は 3.84 であった。
「とても高い」「高い」と回答した学生が 6 割以上、「普通」と回答した学生が 3
割強おり、この傾向は全学年で見られた。尚、「低い」と回答した学生は 2 名、
「とても低い」と回答した学生はいなかった（図 3 と図 4）。 
 
  
図 3．入学時のモチベーション（全学年） 図 4．入学時のモチベーション（学年別）
 
４．２．２ 現在のモチベーション 
 現在の英語学習のモチベーションの全体平均の評定値（n=64）は 3.27 であった。
「とても高い」「高い」と回答した学生が 4 割強、「普通」と回答した学生が 3 割
強であった。「低い」と回答した学生は 2 割、「とても低い」と回答した学生も 1
名いた。 
 
  
図 5．現在のモチベーション（全学年） 図 6．現在のモチベーション（学年別） 
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４．２．３ 学年別に見るモチベーション変化 
 図 4 と図 6 より入学以降のモチベーションの変化を見ると、1 年生は、「とても
高い」「高い」「普通」のまま維持している学生が半数近くいたのに対し、2 年生、
4 年生では「とても高い」から「高い」や「高い」から「普通」へモチベーショ
ンが移行した学生が半数程度を占めたことから、入学時に高かったモチベーショ
ンは在学期間が長くなるにつれ落ち着く傾向があると思われる。一方、どの学年
にも少数ではあるが入学時に比べ英語学習へのモチベーションが上がったと回答
した学生もいた。 
 全体の評定平均を比較した結果、大学入学時の学生のモチベーション評定値
3.84 は、現在のモチベーション評定値 3.27 に見えるとおり、全体的にモチベー
ションが下降傾向にあることがうかがえる（表 5 参照）。各学年でのモチベーシ
ョンの高さの分布を見ると、1 年生は「とても高い」「高い」「普通」とほぼ全員
が回答したのに対し、2 年生以上ではこれらの回答に加え、「低い」と回答した
学生も 3 割弱いた（図 6）。つまり 1 年次クラスに比べ 2 年次以上のクラスではモ
チベーションの高低差が大きくなっていることが分かる。この点を踏まえ 2 年次
以上の科目では、多様なモチベーションの学生がいることを念頭に入れた授業準
備・展開が求められる。 
 
表 5．学年別入学時と現在のモチベーションの平均 
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 また、学年別に入学時と現在のモチベーションの変化を分析した結果、入学
前と現在のモチベーションの平均評定値に特に大きな変化が見受けられたのは 2
年次（0.82）と 4 年次（0.92）だった（表 5）。表 6 にも示す通り、地域言語の学
習と比べて、英語学習へのモチベーションが「同じくらい」または「低い」と答
える学習者が特に 2年次（M=2.67）に増えていることが分かる。今回の調査では
各学年の回答者数が限定的ではあるが、特に 2 年次と 4 年次の段階で、英語学習
のモチベーションを高める取り組みが授業内外で継続的に行われることが望まし
いといえよう。 
 
表 6．学年別英語学習と地域言語のモチベーションの平均の比較 
Note. 質問紙 Q8．専攻地域言語と比べて、英語学習へのモチベーション 
はどの程度ですか？「とても高い」5、「高い」4、「同じくらい」3、 
「低い」2、「とても低い」1 
 
４．３．４ 質的分析から見る学習者の英語学習へのモチベーション 
 今回インタビュー対象となった学生数は限定的ではあるものの、量的分析では
浮き彫りにされなかった学生の両言語の学習における困難さが見て取れた（表 7）。
大学入学時には英語学習へのモチベーションが比較的高い状態で学習をスタート
させるが、入学後は、学生生活における「悩み」、他者との比較による「自信の
低下」、「地域言語の学習との両立」や「学習法への戸惑い」など様々な葛藤を抱
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えるようになることが分かった。 
 さらに現在の英語学習に対しては、「楽しい」、「授業外の英語学習にも取り組
んでいる」という前向きな意見がある一方、「自身の英語力の低下」を危惧する
声もあった。また就職活動を意識し始める 3 年次になると外的動機付けとなる外
部試験（TOEIC）の受験を念頭においた英語学習を進めている学生もいた。この
ようなことから、大学入学時から 4 年次まで、学年ごとの状況要因やモチベー
ション変化に配慮した継続的な学習サポートが必要である事が示された。 
 
表 7．大学入学時と現在の英語学習へのモチベーション 
 
４．３．英語カリキュラム 
４．３．１ 英語科目に対する認識 
 今回の調査で「入学前の期待に比べて、英語の授業に関して予想以上に良かっ
たこと、良くなかったことはありますか（Q16-1, 17-1）」との問いに対し、回答
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者の 7 割（45名）がどちらの設問にも「ない」と回答していることから、本学の
英語の授業は概ね期待や予想通りと受け止められていることがうかがえる。予想
以上に良かったことがあると回答した学生は、「英語を話す機会が増えた（3 名）」
「（予想以上に）英語しか使わない（3 名）」など英語使用の機会を理由の一つと
して挙げている。また、「先生が真摯に学習相談にのってくれる」「先生が丁寧に
教えてくれる」など教員に関する理由を挙げた学生もいた。一方、良くなかった
点として、「他のクラスではしていた活動を私達のクラスはしなかった」「先生に
よっては一つのことに時間をかけ過ぎる」といった教員間の指導内容や進め方の
違いや、「結構やる気がない人も多い」「授業で日本語を平気そうに使っていた」
「英語が通じない時に日本語が出てくる状況」といった周囲の学生や日本語使用
に関する回答があった。過度な日本語使用は demotivation の要因となりうるため
（Fukawa, 2015, 2017）、授業運営に改善の余地があると言える。 
 
表 8．最も英語力が伸びた（Q10-1）と感じた科目 
 
表 8 に示すように、必修科目の中で「最も英語力が伸びた（Q10-1）」と感じたの
は「Freshman English（37 名）」であると半数以上が回答している。但し、全回答
者の内 19 名がこの科目しか履修していない 1 年生であったことを踏まえ、必修
科目を一通り履修している 3、4 年生に限定して見てみると、回答が多かった順
に「Freshman English（11 名）」「Sophomore English（11 名）」「英語総合講座（5
名）」「Media English（1 名）」となった。これらの科目を選択した理由は、どの
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科目かということ以上に、その科目での活動内容に依るようである。例えば、
「たくさん英語を話したから」という理由で「Freshman English」を回答した学
生がいる一方、「Freshman English と比べて英語を話す回数が増えたから」という
理由で 2 年次科目の「Media English」を選択した学生がいた。そこで、回答した
科目に関わらず理由を見てみると、「英語を話す、使う機会の多さ」に関わる理
由が最も多く（7 名）、「英語のみの授業、日本語使用禁止」に関わる理由が 2 番
目に多かった（ 6 名）。「英語を話す機会の多さ」や「英語のみの授業」の結果
「最も英語力が伸びた」と感じることは、前述の「予想以上に良かったこと」と
して英語使用の機会が挙げられたこととも一致する。因果関係の解明は本研究の
主たる目的ではないものの、英語を話す機会の量と日本語使用の有無が、学生の
英語授業に対する認識形成に大きく影響していると考えられる。 
 選択科目の中で「最も英語力が伸びた（Q11-1）」と感じた科目として回答が
多かったのは、「Language Lab (ML)（10 名）」「SALC Learning Course/Effective 
Language Learning Course（10 名）」であった。これらの科目は、「発音を学びたい」
「英語学習方法を学びたい」など特定のニーズを持った学生が履修する傾向があ
り、学生が自身の成長を認識しやすい可能性がある。 
 
４．３．２ 日本語による指導 
 「英語必修科目の授業内で日本語での指導は必要だと思いますか（Q14-1）」
との問いには、全体の 6割が「はい（38名）」と回答した。また、「はい」と回答
した学生のほぼ全員が日本語の指導は授業の「1 割程度（17 名）」「3 割程度（20
名）」がよいとし、制限的な日本語での指導を希望している。 
 学年別に見ると、学年が上がるに従って日本語での指導が必要と感じる学生の
割合が増えている（図 7）。どんな時に必要かとの問いに対する回答も学年ごと
に異なっている。1 年生は「宿題の説明（4 名)」が最も多く、2 年生は「英語学
習法に関するアドバイス（5 名)」、3 年生は「授業で行うタスクの説明（7 名）」、
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4 年生は「宿題の説明（3 名）」と「授業で行うタスクの説明（3 名）」が多かっ
た。今回の調査は回答者数が限定的であったため各項目を選んだ学生は少数であ
るが、入学後間もない 1 年次クラスでは明確な宿題の指示が必要であり、扱う内
容が難しくなってくると思われる 3、4 年生次クラスでは分かりやすいタスク説
明が特に重要と考えられる。これらのニーズは、教員間で認識を共有し、英語の
みで指導される科目も含めて授業運営に反映させていくべきである。例えば、宿
題やタスクの説明時には、口頭説明だけでなく板書やスライドを活用したり、例
を提示したりするといった工夫が求められる。 
 
図 7．Q14-1 英語必修科目の授業内で日本語での指導は必要だと思いますか？（n =60） 
 
 さらに、「文法の説明」の際に日本語での指導が必要と感じている学生も多かっ
た（12 名)。この点については、2017 年度開始のカリキュラムで新設された 1 年
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次必修科目「アカデミック英語」で日本語での文法指導を取り入れているため、
学生のニーズに応えていることが期待できる。 
 
４．３．３ 英語カリキュラムへの要望 
 今後の英語カリキュラムへの要望は、13 名の回答者から意見が寄せられた。
その中で多かったのは、「文法を学ぶための授業を増やしてほしい（3 名)」「ス
ピーキングを増やしてほしい（3 名)」であった。前者については 2017 年度より
新設された 1 年次必修科目「アカデミック英語」において文法指導の強化に取り
組んでいる。後者に関しては、本研究内のモチベーションの分析においてスピー
キング量の減少がモチベーションの低下へ繋がったケースも報告されている（表
7 内「1 年生前期は英語を喋らなくなったので、（モチベーションが）がた落ちし
た」）。英語授業外では地域言語学習への注力も大切であるダブルメジャー履修生
の状況を踏まえ、各年次の英語授業内で英語を話す機会を確保するための具体的
な方策を検討すべきだろう。 
 その他にも、「単語をもっと学びたい（1 名）」「教員間の難易度や指導内容の
差をなくしていってほしい（1 名）」「クラスの少人数化（1 名）」「TOEIC 科目を
必修化（1 名）」「留学生との交流授業（1 名）」「今後も英語のみで授業をしてほ
しい（ 1 名）」「日本語を使う授業は授業名を変更し区別してほしい（ 1 名）」と
いった意見が挙げられた。 
 こうして見ると、英語カリキュラムに対する認識は学生間でばらつきがあるこ
とが分かる。例えば、英語を話す機会が増えたため英語カリキュラムは予想より
良かったと感じる学生がいる一方、英語を話す機会をもっと増やしてほしいと感
じている学生もいる。しかし、このばらつきは「教員間の指導内容の差」に起因
する可能性もある。その場合、本研究で明らかになった学生の認識を教員間で共
有し、指導内容・方針の差異を減らすことにより、学生から挙げられた複数の意
見に沿いながら今後の英語カリキュラム開発に繋げていくことが可能である。 
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４．４ 質的分析から見る学生の英語カリキュラムに対する認識 
 先行研究で触れた Fukawa（2015, 2017）の研究で示されたように、本調査で対
象とした学生たちも「対象言語（英語）を習得してこのような自分になりたい」
という明確な“理想 L2 自己”（Ideal L2 Self）イメージを持っている学生は少な
かった。一つの理由として、家族がその言語を話す一部の継承語学習者を除き多
くの学生にとって地域言語は初修言語であり、その学習には英語より多くの時間
と労力を費やさなくてはならないという点が挙げられる。英語ではなく地域言語
を使って実現させたい“理想 L2 自己”の存在が大きいのではないだろうか。そ
のような学生たちが英語学習においても自己実現できるようなカリキュラム改善
が今後重要になると考えられる。 
 
５．おわりに 
 本研究により、学生のダブルメジャー制度への満足度はある程度満たせている
ことが確認できたと同時に、今後の課題も明らかになった。 
 まず初年次教育において二言語を学ぶことへの内的動機を高め、さらに 2 年次
以降も教員自身が多様な学習動機を考慮した授業準備・展開をしていく必要があ
る。アンケート調査とインタビュー調査の両方から明らかになった通り、二言語
の学習のバランスを取ることに困難を感じている学生が多い。それぞれの言語に
おける学習課題の量や学生の負担について両言語の担当教員間で協議を重ねなが
ら、学生をサポートしていくことも大切であることが示唆された。将来的には、
地域言語カリキュラムと英語カリキュラムが連携するなどして、学生がより効果
的に二言語を学習できるような体制づくりが進められることが理想的である。 
 授業内での英語の使用機会の確保については、特に 1・2 年次必修科目のうち
英語ネイティブスピーカーによる授業において少人数グループワークなどを設け
ることにより、英語で意見交換できる機会を増加・維持することが可能である。
また、英語授業外では英語で話す機会があまりない可能性も踏まえ、学生のニー
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ズも確認しつつ、日本語で指導される英語必修科目においても学生が英語で話す
ウォームアップタスクなどを設けることができる。一方で、学生は限定的な日本
語での指導を望んでいること、またタスクや宿題の説明時に日本語が求められて
いることを考慮し、日本語での指導科目においても、改めて日本語での指導意義
や目的、日本語を使用するタイミングについて教員間で確認する必要がある。 
 これらの課題を考慮しつつ、本研究で得られた学生からの意見を踏まえ、今後
のダブルメジャー履修生用英語カリキュラム改善へ役立てたい。 
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付録 
 
ダブルメジャー・英語カリキュラムに関するアンケート 
このアンケートは、今後の ML 英語カリキュラムの改善のために実施しています。
ご協力よろしくお願いいたします。尚、本アンケートへの回答を以て、本調査へ
の研究協力に同意したものとみなします。 
 
Q1 学年 
あてはまるものを一つ選択してください。 
 1 年生   2 年生   3 年生   4 年生 
Q2 専攻地域言語 
 インドネシア語   ベトナム語   タイ語   ブラジル・ポルトガル語 
Q3-1 今までの海外渡航回数はどのくらいですか？ 
 なし     1 回から 5 回     6 回以上 
Q3-2 これまでの海外滞在期間は通算どれくらいですか？ 
 なし     1 ヶ月未満     1 ヶ月以上－6 ヶ月未満 
 6 ヶ月以上－ 1 年未満     1 年以上 
Q3-3 短期旅行*を除いたこれまでの海外滞在経験について、国名、滞在目的、
期間を書いてください。 
 （例）タイに家族の仕事のため 1 年間滞在。 * この場合の短期旅行とは、2
週間未満のものを指します。 
 記述 
Q4 母語は何語ですか？（複数の母語がある場合はそれらも記入してください。） 
 日本語   インドネシア語   ベトナム語   タイ語 
 ポルトガル語   英語   その他 
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Q5-1 あなたは幼少時代に複数の言語が使われる環境で育ちましたか？ 
 はい     いいえ 
Q5-2 「はい」と答えた方は、あなたにとって 1 番使いやすい言語は何ですか？ 
 日本語   インドネシア語   ベトナム語   タイ語 
 ポルトガル語   英語   その他 
Q5-3 「はい」と答えた方は、あなたにとって 2 番目に使いやすい言語は何です
か？ 
 日本語   インドネシア語   ベトナム語   タイ語 
 ポルトガル語   英語   その他 
Q6 大学入学時の英語学習へのモチベーションはどの程度でしたか？ 
 とても高い   高い   普通   低い   とても低い 
Q7 現在の英語学習へのモチベーションはどの程度ですか？ 
 とても高い   高い   普通   低い   とても低い 
Q8 専攻地域言語と比べて、英語学習へのモチベーションはどの程度ですか？ 
 とても高い   高い   普通   低い   とても低い 
Q9 授業での課題を含め、あなたは週に何時間程度、英語の勉強をしていますか。 
 1 時間未満   1 時間－3 時間未満   3 時間－5 時間未満 
 5 時間－10 時間未満   10 時間以上 
Q10-1 今までに履修した必修科目の中で、最も英語力が伸びたと感じる授業は
どれですか？ 
 Freshman English   Sophomore English    
Media English   英語総合講座（ML） 
Q10-2 その理由を教えてください。 
 記述 
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Q11-1 今までに履修した選択科目の中で、最も英語力が伸びたと感じられる授
業はどれですか？ 
 Basic Writing I (ML)   Basic Writing II (ML) 
 Language Lab (ML)   Oral Communication   Communicative Grammar 
 Business English I (ML)   Business English II (ML) 
 時事英語Ⅰ  時事英語Ⅱ 
 Effective Language Learning Course 1（※2015年度より開講） 
Effective Language Learning Course 2（※2015年度より開講） 
 SALC Learning Course（※2014年度まで開講) 
 検定試験（英語）（※英語資格試験による単位認定） 
Q11-2 その理由を教えてください。 
 記述 
Q12 一つの言語ではなく、「ダブルメジャー」を選んだ理由を教えて下さい。
（複数選択可能） 
 英語に加えて、もう 1 つの言語を使えるようになりたいため 
 外国語学習が好きだから 
 就職に有利なため 
 家族・親類の中に地域言語（インドネシア語、ベトナム語、タイ語、ポルトガ
ル語）を話す人がいるから 
 周囲からの勧め 
 英語のみを専攻したかったが、その希望が叶わなかったため 
 地域言語（インドネシア語、ベトナム語、タイ語、ポルトガル語）のみを専攻
したかったが、その希望が叶わなかったため 
 特になし 
 その他 
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Q13-1 「ダブルメジャー」であることで困難な点はありますか？ 
 ある   ない   わからない 
Q13-2 「ある」と答えた場合、何を困難だと感じていますか？具体的に書いて
ください。 
記述 
Q14-1 英語必修科目の授業内で、日本語での指導は必要だと思いますか？ 
 はい   いいえ 
Q14-2 「ある」と答えた場合、どの程度必要だと思いますか？ 
 1 割程度   3 割程度   5 割程度   6 割程度以上 
Q14-3 上の質問 Q14-1 で「ある」と答えた場合、どんな時に必要だと思います
か？（当てはまるものを全て選んでください。） 
 授業で行うタスクの説明   単語の説明 
 文法の説明   リスニング内容の説明 
 リーディング内容の説明   ライティングについての説明 
 スピーキング・発音についての説明   宿題の説明 
 英語学習法に関するアドバイス   その他 
Q15-1 本学の「ダブルメジャー」制度に対する満足度はどの程度ですか？ 
 とても満足している   満足している   普通 
 不満足である   とても不満足である 
Q15-2 その理由を教えてください。 
 記述 
Q16-1 入学前の期待に比べて、英語の授業に関して予想以上に良かったことは
ありますか？ 
 ある   ない 
Q16-2 上の質問で「ある」場合、どのような点が良かったですか？ 
 記述 
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Q17-1 入学前の期待に比べて、英語の授業に関して予想以上に良くなかったこ
とはありますか？ 
ある   ない 
Q17-2 上の質問で「ある」を回答した場合、どのような点が良くなかったです
か？ 
 記述 
Q18 今後の英語カリキュラムへの要望があれば書いてください。 
 記述 
Q19 差し支えなければ、学籍番号を記入してください。 
 記述 
Q20 差し支えなければ、氏名を記入してください。 
 記述 
Q21 今までの TOEIC 最高得点を教えてください。 
 記述 
Q22 英検は何級まで取得していますか？ 
 1 級   準 1 級   2 級   準 2 級   3 級 
 英検を受けたことがない   その他 
Q23 英検・TOEIC 以外に取得済みの英語資格があれば、その資格名とスコア・
級を教えてください。（例：TOEFL iBT 45 点；IELTS 5.0） 
 記述 
Q24 本調査において個別・グループインタビューが必要となった場合、ご参加
いただけますか？ 
 参加できる   参加できない 
Q25 今後必要となった場合、大学が保有しているあなたの TOEIC 得点データに
ついて我々が照会することに同意しますか。 
 同意する    同意しない 
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付記 
本研究は、2015～2018年度まで神田外語大学共同研究助成により行われた。 
